
Copyright 2018 Japan Data Management Consortium

日本データマネジメント・コンソーシアム
(Japan Data Management Consortium)

ＪＤＭＣ研究会 『マーケティングシステム活用研究会』人材育成プログラム作成編

データ活用人材の育成プログラムを策定、

50項目以上からなる構成要素を解説する
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マーケティングシステム活用研究会とは
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■マーケティングシステム活用研究会とは

マーケティングシステムをより活用するため、企業に必要となる活用目的や運
用組織／人材について研究、実践する研究会。

■これまでの活動

第１期：研究会参加企業におけるマーケティングシステム活用の課題を抽出、
知識として共有。

第２期：MA実機を用いてPoCをおこない、システムを活用するための課題と
解決策を検討。

第３期：青山学院大学大学院のカリキュラムの作成と授業。データ活用人
材の育成について掘り下げ。

第４期：データ活用人材の育成プログラムの作成。特に「データ活用ができる
人材のスキルとは？大項目」の洗い出し。
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データ活用人材育成プログラム（第4期成果物）
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経営課題／ミッション

課題抽出／課題設定

妥当な手段の選択

実践

検証と仮説立案

課題の修正

・コミュニケーションスキル

・一気通貫・全体最適の感覚

・IT活用の理解

・ミッションの理解

・目的と課題解決方法の整理

・社内リソースの理解

・行動力

・データ分析の理解

・因果関係の整理と再現性の気づき

・責任感、マインド

【必要要件】

関係者を巻き込み、
説得して動かすスキル

できることと、できない
ことの即座の判断力など

それらをベースと
とした想像力

咀嚼して分解し、
自分たちのミッション
に落とし込むスキル
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2021年度（第5期）のテーマ
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「データ活用人材の育成プログラム」の作成

■テーマ設定の背景・狙い

2019年度（第3期）、青山学院大学 大学院生向けに実施したカリキュラ
ムをベースにプログラム化する活動を継続中。

マーケティングシステム研究会の立ち上げから3期間の活動を通して、企業が
マーケティングシステムを活用するためには、

・システムを活用できる人材
・システムの活用を適材適所で提案できる人材

の存在が不可欠だと痛感。

その人材像を「データ活用人材」と名付けた上で、企業、社会人に向けた人
材育成プログラムの作成を試みることで、「データ活用人材のあるべき姿や、
育成における課題を明らかにするための活動。
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第5期の活動内容
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■活動内容

2021/6～2020/7

・研究会内容の理解と担当チームの設定。

2021/8～2021/10

・「データ活用人材の要件」の掘り下げ

2021/11～2021/12

・各チーム内での役割分担と要件項目の整理、解説。

2022/1～2022/2

・成果物の作成「データ活用人材育成プログラムの要件項目」
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第5期の成果物
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■データ活用人材育成プログラムの要件項目
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（例）プログラム大項目
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【A-3】一気通貫・全体最適の感覚

・全体像を把握して俯瞰的に物事を把握するスキル

課題を見つけるとすぐに解決策を考えたくなりがちだが、意識的に俯瞰
的な視点を持って状況把握し、その課題の重要度や緊急度を冷静に判断
することが重要。そのためには、自分一人で考えず、対話する相手を用
意して行うことも有効。プロジェクトでは、あらかじめ相談相手を設定
しておくといった工夫も有効である。

・目標から逆算してマイルストンを設定するスキル

課題に直面したら、常に問題の本質を掘り下げてから、その解決を目指
すべきである。業務の見直しなど、解決後の状態が誰にもはっきりとは
定義できないケースでは「バックキャスティング」などと呼ばれる、ま
ず最初にあるべき姿・状態を定義し、そこに向かってやるべきことを整
理する手法を活用する。
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データ活用人材に関する意識調査アンケート
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■概要

・マーケティングシステム活用研究会_意識調査＆事例紹介

・2021年11下旬にリーダーとサブリーダーでセミナーを収録。
（JDMC麹町スタジオ）。12月上旬に配信。

・配信に合わせてデータ活用人材に関する意識調査アンケート
をJDMC会員に依頼。

・回答数27件。
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データ活用人材に関する意識調査アンケート
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データ活用人材に関する意識調査アンケート
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データ活用人材に関する意識調査アンケート
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データ活用人材に関する意識調査アンケート
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データ活用人材に関する意識調査アンケート
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データ活用人材に関する意識調査アンケート
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データ活用人材に関する意識調査アンケート
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データ活用人材のようなスキルはすべての人が
持っているべきだから。
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データ活用人材に関する意識調査アンケート
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第五期の予告
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JDMCマーケティングシステム活用研究会

次期も継続開催予定。ぜひご参加ください。
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